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可
観
小
説
巻
五

右
の
遇
頼
朝
御
諒
の
上
の
宇
を
被
下
置
候
。
御
朱
印
を
今
度
取
出
し

申
に
付
、
萄
例
右
の
遇
被
相
定
者
也
。

背
屋
誕
立
と
申
は
形
も
付
不
申
候
。
惣
て
藍
染
仕
も
の
h

由
。
且
叉

関
守
と
は
本
関
守
奉
行
左
ど
ま
で
に
て
は
無
之
、
営
世
も
所
々
有
之

遺
留
の
儀
に
て
候
.
M

愚
問
。
右
二
十
八
ロ
聞
を
数
へ
見
る
に
、
二
十
七
品
な
ら
で
た
し
。

背
屋
葱
立
と
云
も
の
、
恐
く
は
ご
ロ
m
た
る
べ
し
。
背
屋
は
と
h

に

い
へ
る
藍
染
の
も
の
な
ら
ん
。
選
立
は
外
の
も
の
た
ら
ん
。
然
れ

ば
二
十
八
品
の
員
み
ち
ぬ
。
且
叉
本
書
陀
辻
共
目
と
あ
る
は
w

辻

盲
た
る
べ
し
o
弓
鎌
師
は
よ
め
が
た
し
。
盗
賊
・
馬
類
の
二
つ
も
難

解
。
馬
類
は
馬
形
か
。
か
た
ら
宇
し
も
相
究
て
益
な
き
事
也
。

一
、
問
中
玄
遇
茶
入
の
目
利

柳
原
式
部
大
輸
殿
に
賭
師
あ
り
。

JP一村
-
W
K

田
中
玄
通
心
安
く
候
に

付
、
式
部
殿
、
玄
通
目
利
.
の
事
を
聞
き
‘
在
所
よ
り
茶
入
を
三
つ
取

寄
見
巷
ら
れ
し
。
殊
の
外
宜
物
と
家
停
也
。
島
川
純
一
下
町
玄
週
見

申
・
=
一
っ
と
も
何
の
用
に
も
立
不
申
物
た
る
に
付
、
↑
の
は
一
一
u
A
郡山一一則一

仰
一
昨
俳
句
塗
有
様
に
申
諮
し
候
へ
ば
、
其
後
式
部
殿
よ
り
彼
留
師
を
以
、

此
度
茶
入
露
見
候
蕗
不
宜
由
、
慈
敷
物
を
宜
と
存
じ
、
人
へ
暑
く
り

-時

V
F
は日

d
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司
U
私
ど
も
先
組
に
て
美
方
の
儀
委
設
を
以
て
宗
と
仕

候
。
た
と
へ
天
子
と
て
も
‘
か
と
ひ
へ
い
ら
せ
ら
れ
候
て
は
‘
利
休

が
文
を
賞
翫
と
仕
候
に
付
、
か
け
申
旨
申
上
悦
へ
ば
、
そ
・
と
に
て
危

な
り
と
被
仰
、
御
冠
を
御
ぬ
ぎ
被
成
候
へ
ば
、

・
へ
上
げ
し
と
ぞ
。
脇
田
タ
庵
話

そ
の
ま
h

右
の
冠
棚

恐
目
。
此
事
に
似
寄
た
る
事
あ
り
。

可
観
小
蔵
盆
五
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候
て
は
無
本
意
事
、
叉
自
分
に
貯
痘
候
て
も
無
益
た
り
し
に
、
有
様

に
申
聞
満
足
せ
り
。
数
寄
の
よ
し
承
及
と
て
、
茶
に
羽
織
を
添
て
滋

ら
れ
し
と
也
。
式
部
大
輔
殿
被
申
越
様
、
常
人
の
難
及
事
玄
過
は
喜

多
克
右
衛
門
殿
茶
道
に
て
、
共
後
道
具
屋
を
仕
り
、
今
は
自
利
に
て

世
を
渡
た
る
と
ぞ
。
貨
に
亭
保
三
年
の
比
也
。

一
、
額
朝
・
範
頼
・
義
経
・
梶
原
四
人
の
心
の
霊

抑
制
朝
・
範
抑
制
・
義
経
・
梶
原
四
人
の
心
を
盛
氏
書
て
上
よ
と
あ
り
。
一
一
味

錯
能
錦
峨
料
紙
蛇
也
、
共
時
書
上
し
は
頼
朝
と
梶
原
碁
を
う
ち
給
ふ
・

外
二
人
は
見
物
也
。
共
所
へ
雷
の
務
た
る
を
書
候
。
共
時
義
経
は
刀

の
柄
に
手
を
か
け
給
ふ
o
蒲
生
殿
は
雨
耳
に
乎
を
あ
て
給
ふ
。
頼
朝

は
碁
石
を
手
の
指
に
挟
み
て
、
債
を
優
に
見
給
ふ
。
共
騒
敷
内
に
梶

原
は
、
は
ま
を
盗
む
勝
を
脅
た
り
し
と
ぞ
。
誠
に
人
々
の
生
質
さ
も

あ
ら
ん
か
し
。

二
近
衛
臆
山
公
、
冠
を
脆
が
せ
ら
る
L
事

近
衛
関
白
勝
御
茶
ま
ゐ
る
ペ
し
と

τ.
千
宗
旦
方
へ
御
成
あ
り
し

時
、
回
へ
御
入
候
へ
ば
床
に
利
休
が
文
を
か
け
た
り
。
床
の
角
に
は

冠
棚
を
筋
置
候
。
関
白
仰
ら
る
L

は
、
此
か
け
物
を
か
く
る
事
、
我

等
怠
ど
招
候
に
は
い
か
ど
と
思
ふ
事
也
と
被
仰
。
宗
旦
申
上
候
は
、
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一

是
さ
へ
砲
む
べ
き
事
な
る
に
.
況
や
共
身
の
官
職
の
高
き
を
や
。

越
孟
が
貸
す
る
者
は
、
越
孟
又
賎
し
ん
宇
る
事
は
知
給
は
や
や
。

且
古
今
世
遣
の
鑓
及
故
事
来
隠
の
跡
を
覚
え
て
、
是
を
以
て
賞
き

事
と
す
る
た
ら
ぽ
、
古
へ
の
聖
人
賢
者
は
、
一
事
も
織
給
ふ
ま
じ
。

何
を
賀
ぷ
ぺ
し
ゃ
。
今
以
て
堂
上
の
皐
風
.
猶
此
鈴
弊
あ
り
て
少

，
し
〈
才
畢
あ
れ
ば
、
己
れ
に
ほ
と
り
‘
人
を
慢
る
の
媒
と
す
。
可

悲
哉
。
唐
土
に
て
も
か
様
の
鷲
あ
る
が
故
に
や
、
劉
知
幾
と
云
入
、

患
者
を
戒
め
て
目
。
士
た
る
者
は
文
義
を
後
に
し
て
、
務
織
を
先

に
せ
よ
と
被
申
候
。
況
や
聖
人
の
棋
は
器
織
の
み
に
不
止
を
や
。

締
閤
位
官
民
烏
ど
り
給
ふ
事
、
猫
更
器
小
し
と
可
申
候
。
管
家
は

讃
岐
守
と
な
り

τ、
政
毅
い
ち
じ
る
き
に
依
て
、
宇
多
帝
、
五
位

よ
り
登
腐
な
さ
れ
、
間
も
な
く
大
臣
民
遜
て
、
園
家
の
政
柄
を
取
給

ふ
。
不
幸
に
し
て
縫
邪
の
医
に
逐
は
れ
給
う
て
‘
共
事
業
後
世
に

不
体
。
締
閣
の
時
代
は
王
自
然
変
微
し
、
位
人
臣
を
極
む
と
い
へ
ど

も
、
空
位
窓
官
に
し
て
一
事
も
民
民
及
ぶ
の
功
な
し
。
か
様
の
儀

に
も
不
心
附
、
不
遜
の
言
を
出
し
給
ふ
、
可
v
謂
T

不
=
自
知
一
者
ι
也。

一
、
酒
井
雅
柴
頭
が
式
延
長
刀
の
由
来

享
保
三
年
間
十
月
十
五
日
酒
井
雑
柴
顕
殿
蜘
脚
-
誠
一
同
鰍
側
一
間
へ
御
使
相

1l. 
七




